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「子育て生活スキル伝承型」支援に向けた
伝統技能伝承における取組みの検討

－関連文献とフィールドワークから見出されたケアリング関係に注目して－

西岡弥生（日本女子大学学術研究員）
会員番号No.8363

・ 子育て生活スキル
・ 伝統技能伝承
・ ケアリング関係

１．研究目的

本研究は、生活経験が乏しく子育て生活に困難のある保護者が、

支援者との関係性の中で「子育て生活スキル」を習得し、

自己肯定感を高め社会関係を取り結ぶための支援策を検討する。

・具体的には、伝統技能伝承が実践されるコミュニティで、ケアリング関係が動的かつ重層的に構築

されることに注目し、地域社会で「子育て生活スキル」を媒介にした支援関係を構築する際に必要

な取り組みを検討する。
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＝本報告の構成＝

＝用語の定義と対応＝

伝承
伝統技能を継承者に伝えること。
または、伝承-継承の過程における経験に位
置付ける。

支援
子育て生活スキルを媒介に支援する

伝承者-継承者 支援者-保護者

伝統技能
伝統的な芸道・民俗芸能等における、わざ・
型・技能で、前世代から受け継ぎ各領域に
必要な基本的な技能（スキル）

子育て生活スキル
子育て生活に必要とされる基本的な
家事・養育・対人関係のスキルの総称
として用いる

子育て支援・児童虐待防止の領域伝統技能伝承の領域
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ケアリング関係（生田1987）

「伝承者の生活経験」と「継承者の生活経験」が、伝統技能を媒介に伝承-継承の過程で
相互に行き交い「相互の独特な、情動的な要素を含み込む認識の変容を基盤」として
構築される相互的関係を意味する。

図表1.伝統技能（子育て生活スキル）の伝承におけるケアリング関係
（生田（1987：191）を参照に筆者作成）

２．研究の視点

【研究の視点．１】 「子育ての社会化」に必要な子育て実践の伝承

●子育ての社会化
子どもの養育は社会全体で担い協働する（厚生労働省2016、内閣府2005）

●地域・民族固有の知
「ソーシャルワークの理論、社会科学、人文学、および地域・民族固有の知を

基盤として、ソーシャルワークは、生活課題に取り組みウェルビーイングを高
めるよう、人々やさまざまな構造に働きかける。」

（国際ソーシャルワーカー連盟 2014）

●地域社会がもつ伝承性
「親たちは子育ての課題を自分たちだけで直面する」のではなく「前の世代が

直面した状況に対応する中で歴史を経て作り上げてきた文化実践に依拠」しな
がら「変化し続ける状況に応じて他の部分を修正しながら、動き続ける歴史的
基盤の上に自らの実践を築いて」いった。（Roogff,B.2003：139-140）
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【研究の視点．２】 子育ての「暗黙知」の伝承が途絶えた地域社会

● マニュアルでは補えない知恵やスキルに内包する「暗黙知」
地域共同体の中で営まれる複相的育児（網野2002）では、地域社会 で培われた
子育ての知恵や技能（スキル）や「暗黙知」が伝承され、「子育ての社会化」
の基盤が形成されていた（西岡2021）。

● 子育て家庭のマイノリティー化
「多くの人から子育ての 体験を奪い」、子育ての実践やスキルの伝承を途絶え
させ、「観念的にしか子育てを捉えられない」状況を生み、「従来お互い様で
あった大変な子育てへ手を差し伸べる人」を減少させた（池谷2020）。

● 伝統技能伝承の中核にある「暗黙知」
状況に応じて対処する知恵やカン・コツ等の言葉では表現しづらい「暗黙知」は
伝統技能伝承の中核にあり「子育て支援研究」にも適用されている（森他2010）。

【研究の視点．３】

・母子生活支援施設では、利用者が基本的な生活技術をもたないことで「日々の生活につまづきを
生じさせる」状況がある（中澤2020）。

● 子ども虐待死の背景にある「養育能力の低さ」（厚生労働省2020）

●「子どもとの生活を送るための基本的な生活技術をもたない」保護者

「養育能力の低さ」が示す保護者のニーズとは？

・養育能力の低さ :  子どもの成長発達を促すために必要な関わり（授乳や食事、保清、情緒的な
要求への応答、子どもの体調変化の把握、安全面への配慮等）が適切にできない場合である。

「子育て生活スキル」を媒介にした育児機能の伝承性は
「子育ての社会化」に向けた地域社会のニーズ

「養育能力の低さ」はリスクでなく
「暗黙知」も含めた「子育て生活スキル」という保護者のニーズ
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【研究の視点．４】

図表３．育成者を中核にした置屋の疑似的家族・同胞システム（西岡2020）

後継者不足に歯止めをかける伝統技能の伝承性

● 疑似家族的な関係性 と 自己肯定感を育てる地域機能
・ 継承者は、疑似家族的な共同生活と、地域社会の支援的な関係性の中で、日々の稽古に励み、
芸の習得と成長を周囲に承認されながら、自己肯定感を高め自立する（西尾 2006）（図表２）。

● 育成者のサーバント・リーダーシップ的な関わり
・ 育成者は、継承者の生活背景も考慮した多様なニーズに対応し、疑似的な家族・同胞システムを形成
する中で暗黙知も含めた技能の伝承-継承を実践する（西岡2020）（図表３）。

図表２.技能伝承システムを援用した子育ての社会化モデル（西岡2019）

「暗黙知」は伝統技能伝承の中核にあり、子育て支援の研究でも適用されている（森他2010）

３．先行研究 支援プログラムの実践と研究

通所：専門家主導
プログラム型

アウトリーチ：
ボランティア支援型

図表４.主な子育て支援及び児童虐待防止プログラムの実践と研究
図表5．家族支援のニーズ

Joyce, K & Elizabeth, Y（2013）

傾聴 家事・育児の共同

「子育ての社会化」に向けて
誰もが参加できる伝承型へ
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４．研究方法

＝リサーチ・クエスチョン＝

＝研究手法＝

a.伝統技能の伝承のあり方の特性

b.伝統技能伝承に伴う機能

c.伝統技能伝承の継続性と社会化

「関連文献の検討 」と 「フィールドワークの検討」

「稽古」と呼ばれる伝承-継承のあり方は、一般の指導や支援とはどう違うのか？

稽古における伝統技能の伝承-継承には、技能の伝承以外の不随効果や機能はあるのか？

伝統技能伝承が継続し地域に根付くために実践している取り組みはどのようなものか？

５．関連文献の検討

＝目的＝
関連文献から子育て生活スキルを地域社会の関係性の中で伝承する知見を得る。

＝方法＝
① 従来のプログラム型支援とは異なる伝統技能伝承のあり方の特性を検討するため、

伝承-継承の過程にケアリング関係の生成を見出した生田論文（1987）を軸に
データベースを用いて2000年1月～2020年1月の国内42件の関連文献を選定し
その中で特に本研究に関連した11件を精選し分析対象とした。

② 11件の内容をカテゴリー化。領域と本研究に関連する記述概要を整理（図表6）。
③ ②を、３つのリサーチ・クエスチョンから考察した。

＝倫理的配慮＝
日本社会福祉学会倫理規定を遵守し、自説と他説を厳格に峻別し、関連文献の知見
の上に新たな知見を重ね検討した。
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図表５. 伝統技能伝承に関する関連文献の分析結果（西岡2021）
カテゴリーNo 番号 著者/発行年 領域/本研究に関連する記述の概要 具体的な記述内容

1 生田久美子（1987）
【伝統芸道】伝統技能伝承における「わざ」の習得の認知プロセスを

明らかにし、伝承と継承の文脈にケアの概念を導入して論じている。

弟子である継承者は「わざ」の「世界への潜入」を通して、師匠である伝承者と生活を共にし、伝承者の動作を模倣しながら、独

自の目標に応じて得られる内在的な成功感によって、自らより大きな目標を設定し探究を深めていく（生田1987）。「わざ」の

習得は、段階的学習とは異なり、「模倣」「非段階性」「非透明な評価」を特徴とする。継承者と伝承者がそれぞれの生活経験を

背景に、「わざ」を媒介にした「独自のケアリング関係」を形成する教育的関係において習得される（生田1987：190-192）。

2 西平直（2019）
【伝統的な武道・芸道】「教える-習う」関係の練習とは異なる伝統

技能伝承における「稽古」の思想を論じている。

「稽古」は単にスキルの習得ではなく、「わざ」の習得を目指しながら「わざ」から離れ、状況に合わせてシナリオを手放し、予

測できないハプニングに対応できるよう「全体」を捉えることが重要になる。「稽古」における学習と脱学習の反転が、人格の変

容を生じさせ成長を促す。また、そのような日々の暮らしが「稽古」になる。初心者の視点に寄り添い、失敗やつまづきから出発

して、それらを乗り越えていく手順の工夫が「稽古」にはある（西平2019：167）。

3 永井弘人（2019）

【伝統芸能・工芸】知的障害特別支援学校の作業学習（窯業班）にお

ける技術・技能の獲得が、繰り返す過程において身体で覚え、師匠か

ら技術を盗むようにして身に付ける日本の伝統技能伝承における「わ

ざ」の伝承と相似することに着目し、検討した。

愛知県瀬戸市、岐阜県多治見市などの窯業が地場産業として盛んな地域に隣接する学校で調査を実施し、「技術面の向上ととも

に、コミュニケーション能力や人間関係の形成能力の向上が認められる」ことが、「実習記録の自己評価などの上昇」によって確

認された（永井2019：77）。また、「わざ言葉」に対応する「オノマトペ（擬態語・擬声語）」を用いて、作業学習の道具や材

料の扱い方、操作方法の理解に活用し授業改善を図ったところ、技術的向上とともに、コミュニケーション能力の向上と意欲の伸

長が認められ、「職業的自立や社会生活に必要な能力の向上に貢献した可能性」（永井2019：77）が示唆された。

4 住岡英毅（2015）

【伝統芸能】伝統技能伝承のもつ潜在的な教育力に重きをおく教育行

為について分析・考察し、社会化を促す、個性を引き出す、主体性を

育てることを見出した。

伝統技能伝承による教育は、技能の伝承や継承だけでなく、地域で子どもを育てるために多彩な可能性を秘めた社会教育及び地域

づくりの一環として期待される新しい教育領域である。内包する教育的価値として、①「社会規範意識や倫理性、および感性と美

意識」の教養基盤が培われ社会化を促す、②伝承する「型と身体性」によって「個性を引き出し培う」、③教える側の「消極的性

格」が「学びの主体化を促す」、という３つの価値をもつ（住岡2015：28-31）。

5 平口嘉典他（2010）
【郷土芸能】岩手県陸前高田市の地区を対象にヒアリング調査を実施

し、教育的効果と地域づくりの効果を見出した。

神楽保存会が地区で年３回の公演や敬老会、地区運動会・祭り、芸能発表会等に向け、公演前に10日間程度練習（地区の子どもた

ちに伝承、地区の小学校で子どもたちに教える）を行い、その活動によって、「子供(ママ)と大人が交流できる」「子供(ママ)の

間で教えあいができる、「子供(ママ)たちがあいさつをする」「お母さんたちが熱心に応援する」「郷土愛の醸成につながる」

等、教育機能だけでなく郷土愛や地域づくりに寄与する機能を有していた（平口他2010：65）。

6 永井美紗他（2003）

【伝統芸能】滋賀県草津市下笠町のサンヤレ踊りにの伝承活動につい

てヒアリング調査を実施し、地域住民主体による伝承活動が、子ども

に対する教育的効果をもたらすと期待できることを見出した。

サンヤレ踊りの伝承活動が、①子どもが近所で異年齢の仲間づくりを積極的に行えるようになっている、②子どもの地域への関

心・愛着が育っている、と評価する世帯層の割合が高いことから、伝承活動が子どもの育ちに寄与していることが示された（永井

他2003）。

7 西郷由布子（2002）

【民俗芸能】岩手県盛岡市の民俗芸能である黒川さんさ踊りについ

て、共同体外部の者に民族芸能の教授が行われるという環境の変化に

よって、稽古のあり方と学ぶ側の変化を見出した。

共同体外部の者に教授することになり、継承者の人数が増え、伝承に「学校的な場」が登場し、「あいまいな教え方」が「システ

マティックな教え方」に変化した（西郷2002：135）。その結果、言葉による説明が多用され、地元の子どもたちの踊りが「ラジ

オ体操みたい」と評されたため、教え方が見直されると、口唱歌を積極的に使い、指導者が踊りの手本を見せる従来の稽古のあり

方に変わった（西郷2002：137）。

8 寺野摩弓（2017）
【伝統工芸】伝統技能伝承の人材育成を犯罪者更生に活かす取り組み

を検討し、犯罪者の自尊感情の回復効果の可能性を見出した。

伝統工芸技術の伝承を始めとする芸術・文化活動は、「非威嚇的な環境を提供し、犯罪者更生を促す代替的手法」として評価され

つつあり、「創作的活動は絶対的価値にとらわれずに想像や感情の表現」を可能にし、「自己の修復」につながることがわかって

いる（寺野2017：74）。また、「社会との繋がりの構築、やりがいや生きがいの対象の確保、自尊の修復などの可能性」につい

ても議論を発展できる（寺野2017：81）。しかし、自己実現をもたらす活動へのアクセスには、不平等の状況があることから、

障壁となる経済的・文化的・社会的な要素について検証したうえで、伝統技能伝承といった文化芸術活動を犯罪者更生に活かす可

能性を模索すること求められる。

9 西尾久美子（2017）

【伝統文化】伝統技能伝承における人材育成（継承者の育成）を芸舞

妓と能楽師の事例を対象に検討した。両者の継承者育成の共通点を見

いだした。

①芸舞妓は「疑似家族的関係」、能楽師は「師匠と弟子」という伝承の場で支援関係を結ぶ仕組みがある、② ①の伝承の責任者

以外に先輩等他の伝承者と継承者の育成に役立つ関係性を結ぶ仕組みがある、③技能の習熟に応じて儀式等の節目があるのでプロ

セスが明確である、④習得した技能を発揮する場（舞台等）で多様な専門家と協働するため、現場経験が承認や評価を得るだけで

なく学びの機会になり自己肯定感を高め成長する、という特徴がある（西尾2017）。

10 渡邊洋子（2005）

【伝統文化】日本の「学びの様式」を理解するため、伝統文化におけ

る「価値」が伝承・継承されるプロセスに注目し、伝承者と継承者が

共有する姿勢を見出した。

①伝承者と継承者には大人と子どもの区別がない、②「教える-教えられる」「教える-学ぶ」関係ではない、③身体で覚えること

が基本、④部分の把握より全体の流れを重視、⑤継承者の主体性を引き出すことが伝承者の役割、⑥継承者が課題や到達目標を決

める、⑦継承の領域・場・関係性は、「入門」後の変更が難しい、の５つを見出した（渡邊2005：67-68）。「価値」を内在する

伝統文化が地域を足場に次世代に伝達・継承される時、現代的な文脈のなかでいかに再構成し、新たな世界を構成する価値へと再

生させ得るかが問われる（渡邊2005）。

11 竹内一真（2016）

【伝統工芸・伝統芸能】伝統技能伝承において、後継者が途絶える実

践知、途絶える一歩手前で保護される実践知、途絶えた後に復活する

実践知があることに着目し、世代から世代へ伝承者の経験が伝わる

「世代の越境」が復元する過程を検討した。

Erikson（1963）の「生成継承性」は世代サイクルを完結する概念だが、社会が急速に変化し、世代と世代の接続が求められる現

代社会で「生成継承性」は、伝承者の生きた形跡の意味づけを明らかにし、次世代の継承者との関係性や時代性を深く掘り下げ、

発達のプロセスとなる（竹内2016：117-118）。一方で、学校的な教育は、社会から閉ざされた環境で客観的な知識を教える場

であることから、世代と世代の越境に関しては注意は払われない。
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における

「わざ」

習得の特性

伝統技能伝承

における

自己の修復と

自己肯定感の

獲得を支える

仕組み

伝統技能伝承

における

新たな

「価値」

の再生

伝統技能伝承

を通した

地域社会での

子どもの育ち

伝統技能伝承

における

教育的機能

1

2

4

5

3

＝分析結果＝

＝分析結果の例＝

【伝統技能伝承を通した地域社会での子どもの育ち】

西郷由布子（2002）「芸の教え方・覚え方」『演劇学論 日本演劇学会紀要』40 120-141

共同体外部の者に教授することになり、継承者の人数が増え、伝承に「学校的な場」が登場し、
「あいまいな教え方」が「システマティックな教え方」に変化した（西郷2002：135）。その
結果、言葉による説明が多用され、地元の子どもたちの踊りが「ラジオ体操みたい」と評され
たため、教え方が見直されると、口唱歌を積極的に使い、指導者が踊りの手本を見せる従来の
稽古のあり方に変わった（西郷2002：137）。

【民俗芸能】
岩手県盛岡市の民俗芸能である黒川さんさ踊りについて、共同体外部の者へも民族芸能の教授
が必要になったことから、「稽古のあり方」の変化が学ぶ側に変化をもたらすことを見出した。

13
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＝ 関連文献の考察 ＝

カテゴリーNo 番号 著者/発行年 領域/本研究に関連する記述の概要

1 生田久美子（1987）
【伝統芸道】伝統技能伝承における「わざ」の習得の認知プロセスを明らかにし、伝承

と継承の文脈にケアの概念を導入して論じている。

2 西平直（2019）
【伝統的な武道・芸道】「教える-習う」関係の練習とは異なる伝統技能伝承における

「稽古」の思想を論じている。

3 永井弘人（2019）

【伝統芸能・工芸】知的障害特別支援学校の作業学習（窯業班）における技術・技能の

獲得が、繰り返す過程において身体で覚え、師匠から技術を盗むようにして身に付ける

日本の伝統技能伝承における「わざ」の伝承と相似することに着目し、検討した。

4 住岡英毅（2015）
【伝統芸能】伝統技能伝承のもつ潜在的な教育力に重きをおく教育行為について分析・

考察し、社会化を促す、個性を引き出す、主体性を育てることを見出した。

5 平口嘉典他（2010）
【郷土芸能】岩手県陸前高田市の地区を対象にヒアリング調査を実施し、教育的効果と

地域づくりの効果を見出した。

6 永井美紗他（2003）

【伝統芸能】滋賀県草津市下笠町のサンヤレ踊りにの伝承活動についてヒアリング調査

を実施し、地域住民主体による伝承活動が、子どもに対する教育的効果をもたらすと期

待できることを見出した。

7 西郷由布子（2002）

【民俗芸能】岩手県盛岡市の民俗芸能である黒川さんさ踊りについて、共同体外部の者

に民族芸能の教授が行われるという環境の変化によって、稽古のあり方と学ぶ側の変化

を見出した。

8 寺野摩弓（2017）
【伝統工芸】伝統技能伝承の人材育成を犯罪者更生に活かす取り組みを検討し、犯罪者

の自尊感情の回復効果の可能性を見出した。

9 西尾久美子（2017）
【伝統文化】伝統技能伝承における人材育成（継承者の育成）を芸舞妓と能楽師の事例

を対象に検討した。両者の継承者育成の共通点を見いだした。

10 渡邊洋子（2005）
【伝統文化】日本の「学びの様式」を理解するため、伝統文化における「価値」が伝

承・継承されるプロセスに注目し、伝承者と継承者が共有する姿勢を見出した。

11 竹内一真（2016）

【伝統工芸・伝統芸能】伝統技能伝承において、後継者が途絶える実践知、途絶える一

歩手前で保護される実践知、途絶えた後に復活する実践知があることに着目し、世代か

ら世代へ伝承者の経験が伝わる「世代の越境」が復元する過程を検討した。

1

2

4

5

3

伝統技能伝承

における

「わざ」

習得の特性

伝統技能伝承に

おける

自己の修復と自

己肯定感の獲得

を支える仕組み

伝統技能伝承

における

新たな

「価値」

の再生

伝統技能伝承

を通した

地域社会での

子どもの育ち

伝統技能伝承

における

教育的機能

a.伝統技能の伝承のあり方の特性

b.伝統技能伝承に伴う機能

c.伝統技能伝承の継続性と社会化

①稽古ではわざを通して互いの実践知や経験が
行き交いケアリング関係が形成される

②稽古は実践現場での適時適切に対応するため
暗黙知を働かせ習得した技能の社会化を促す

③④教育的機能（主体性、個性、社会性）

⑧⑨非威嚇的環境で自尊感情が回復し
上達を周囲に承認され自己肯定感が育つ

③稽古で繰り返す過程で身に付け身体化する

⑤⑥技能伝承に纏わる地域社会の物語を共有し
地域の成員の自覚をもち成長する

⑦伝承者の丁寧な稽古を受けることで各自が
自由に自分を表現しエンパワメントされる

⑩技能伝承にある普遍的な価値を継承・再生
するために軌道修正を行う

⑪実践知が世代を超えてつながる生成継承性を
発達させ、技能伝承が社会化する

⑦新旧住民間に伝承することで地域が維持される

図表7. リサーチ・クエスチョンからの関連文献の考察

＝ 関連文献のまとめ ＝

稽古における伝承者の一見消極的な姿勢が、継承者の主体性を引き出す教育的機能を
もつことや、稽古が絶対的な価値にとらわれない創造的な活動の場として、非威嚇的
な環境を継承者に提供し、継承者の自己を回復する機能がある。

a.伝統技能の伝承のあり方の特性

b.伝統技能伝承に伴う機能

c.伝統技能伝承の継続性と社会化

伝承する技能やわざが、伝承者と継承者の互いの生活経験を含んだ実践知や経験知と
して行き交い、相互にケアリング関係を形成させ、人格的交流と成長をもたらす特性
がある。

民俗芸能等の行事等を通して、①人々が技能伝承にかかる地域の物語を共有し地域社
会が維持される、②伝承者が伝承する技能の中に自らが見出した価値や意義を次世代
に伝える役割を獲得する、といった伝承者と地域社会が生成継承性を発達させること
が示された。
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調査期間 ： 2019年8月～2020年3月

調査対象 ： 初学者の小学生を対象に伝統技能伝承の場を設け、日本舞踊の伝承を実践する
A日本舞踊協会A支部Aブロック自主事業の実践現場である。

調査方法 ： 参与観察（舞台、稽古場、ワークショップ等）、関係者の語りの聞き取り（責任者A氏
を始めとする伝承者、継承者（小学生）、保護者等）、資料閲覧によってFWを実施し
フィールドメモを元にフィールドノーツを作成しデータを収集した。

分析方法 ： A氏の語りを中心に質的記述的研究の手法で質的な内容分析を行った（図表8）。
質的記述的研究は、理論をつくりだすことよりも、研究対象となる現象を記述し
その現象を理解することを目的とする（グレッグ美鈴 2007：56-57）。

６．フィールドワーク

＝方法＝

＝倫理的配慮＝
日本女子大学ヒトを対象とした実験研究に関する倫理審査委員会の承認を得た。（課題番号第418号）
A氏の語りの分析結果公表についても、ご本人に内容を確認して頂き文書で了解を得た。

カテゴリー サブカテゴリー コード 具体的な語り
学校教育では、生徒が100人いれば、ついていけずに、こぼれる子どもも出てくるでしょう。

雑な言い方をすると1番目から100番目の生徒がいるわけですから、50位から上のお子さんは、自分は平均より上だと思うし、50位から下の

お子さんは、自分は平均より下だと思う。

伝統的「道」における勝敗の価値が生む序列化 伝統を引き継ぐという意味では、スポーツとして生き残った「道」という領域もありますが、勝敗による序列化があります。

勝敗の価値観によって阻害される個別性の尊重と自己肯定感の獲得 勝敗の価値観が入ると、どの子も、誰にでもまんべんなく、自己肯定感をもちながらというのが難しくなっていきます。

勝敗の価値観のない環境で生まれる誰もが安心できる居場所 おどりや茶道は、競うものではないから、誰にでも居場所があるんです。

伝承者-継承者のマンツーマン対応による触れ合い 日本舞踊では、師匠と弟子がマンツーマンの触れあいのなかで学びます。弟子は師匠との関係のなかで色んなことを学びます。

伝承者-継承者のマンツーマン対応による非序列化 教員が多数に向かって一斉に教える授業とは違って、師匠と弟子が基本なので、序列がないんですよ。

伝承-継承の相互行為における成長の発見と承認 伝承者-継承者のマンツーマン対応による個別性の尊重と成長の承認 「あなたは、あなた」の視点で関わるから、自分のなかでの成長をみてもらえる。

私の教室の生徒だったおばあちゃんが、ある日、お孫さんを稽古に連れて来たんですよ。

孫はおばあちゃんに連れられて、意味もわからず稽古に通っていたんです。

ある日、おばあちゃんが来ることができなくなったので、お孫さんも来なくなると思ったんですが、来たんですよ。おばあちゃんがこなくて

も、1人で。

おばあちゃんについてきただけだと思ってたんですが、違ったんですね。

家元の役割は、先代から守り受けた大切な「おどり」を、間違えずに伝えることなんです。

伝言ゲームのように、何人目かには全く違った言葉が伝わっていたということになってはダメなんです。

おどりの「型」に内在する意味の伝承 何代も続いて大事に守られてきた、それぞれの動きに意味があるのが「おどり」です。

身体的な触れ合いを通して、手取り足取りで伝えてきたことが伝統芸能です。

教えるって言っても、お互いの身体を通して体得するんですね。

独占が不可能な「型」の多様性 「おどり」の種類は100～200と膨大な数になるため、1人では伝えきれないし、また、覚えきれないです。

師匠は、弟子に伝えることによって、それらの「おどり」を忘れないんです。

伝え続けることによって、忘れないんです。

師匠をやってるとね、弟子が自分の子どものようにかわいくなるんですよ。

ご高齢の方から小さなお子さんまで同じようにかわいくなるんです。

おやじが（自分に）一生懸命教えてくれた「おどり」を繫いでくれると思うと、高齢の方でもかわいいって気持ちになるんです。

名取になるとか、入門するとか、そんなことではなくて、おじいさんの代、そのずっと前から大事にしてきたものを、受け取ってくれるとい

うか。

日本舞踊の道、まあ、他の伝統芸能もそうでしょうが、名取になったら自覚をもって次世代を育て、自分も成長して進化しないといけないん

です。

名取になるということは、その流派の家族になることなんです。

伝承者-継承者間、継承者-継承者間の相互の承認 例えば、「〇〇ちゃんがやった藤娘はよかったけど、△△さんの藤娘もよかったね」とか、各々の踊り手の持ち味や表現を認め合ってね。

名取になったからって、卒業して終わりじゃないんです。そこが、学校とは違って。

1+1＝2という明確な答えがないのが芸の世界です。

お互いに研鑽しあって精進を積んでいく、何ていのかな、「答えさがしの旅」っていうか。

でも、その旅は、1人じゃないんですよ。仲間と一緒に歩いていくんです。

伝承者-継承者間、継承者-継承者間の相互の成長の旅 師匠と弟子、または踊りて同士で、この関係と成長は続いていくんです。

地域社会における若手の育成 地域社会が若手を育てる支援策をもつ必要がありますよね。

おどりは地域文化に浸透してきた歴史があるので、観るだけのものじゃないんです。

（地域文化として）観ることも、踊ることも、準備することもできて、各自が参加できる。

行事という発表の場の役割 以前は、神社のお祭り等が地域社会を繋げる役割をもっていて、おどりの発表の「場」にもなっていたんです。

発表の場の減少の問題 稽古の場と、日頃の稽古を発表する場が必要で、現代はそのような場を確保することが難しくなっています。

異なる背景の人々がおどりで繋がる稽古場 稽古には、本格的に習い名取になりたいという人から、気分転換に稽古にくるサラリーマンの方まで、動機はさまざまです。

プロジェクト終了後の親御さんのアンケートに開始時間を厳守してほしいととの解答が多くみられるんですね。

最初の説明会の時に、「10時に稽古開始です」「講師の者は9時には入っているので、参加されるお子様の着替えを一緒にすませて、10時に

は稽古が始められるよう、必ず時間に余裕をもっていらして下さい」ということはお話しています。

遅刻の繰り返しによる逸脱 どうしても遅れてくる方はいらっしゃいます。たまたま、交通事情でにより等ということはあるでしょうが、遅れてくる方は大体同じ方で繰

り返されます。

伝承者-継承者のマンツーマン対応による信頼関係の構築と確かな伝承 日本舞踊のお稽古は、本来、マンツーマンで行うのが普通です、そこには「継承」という考えが大きく関わっていると思います。1対1で手

を取り足を取り、肌でふれあって根気よく繰り返すことで信頼関係が生まれ、物事が正確に伝わり体得していくものです。

伝承者-継承者のマンツーマン対応による周辺化の防止と個性の引き出し そうして、この方法（マンツーマンの稽古）は、ついていけない子どもを作らないという点も重要な要素の一つです。その子の個性が活かせ

るからです。

団体稽古での規律性の確保と周辺化の防止 今回の「おどりの寺子屋」プロジェクトの形ですと、どうしても団体稽古という形となります。なので、私はこぼれ落ちてしまう子どもを作

らないためにも、遅刻や欠席の連絡を事前に頂いていない方々を待つということを決めました。

「待たされる側」への申し訳なさと理解を求める気持ち （遅刻や欠席の連絡を事前に頂いていない方々を待つことで）当然、きちんと時間前にいらしている方々をお待たせすることになり、その

方々には申し訳ないのですが、、、。

可視化される「待たされる側」と「待たせる側」 なので、「おどりの寺子屋」では、親御様も、他の方々が皆、待っている現状を見て、又、遅れてきて稽古をするお子さんを見るわけです。

（事前の連絡がなくて遅刻する親子を全員でまっていることを）何度か、繰り返していくうちに、殆どの方が、遅刻をしなくなりました。

（個人差はありますが。。。）

このプロジェクトが終盤に差し掛かった時、遅刻を繰り返していた親御様から反省の言葉を聞いた時、こういった習い事は、親も無関心にな

らないように親も共に携わっていけるような環境が大切であると改めて思いました。

学校的な場が中核におかれる家庭生活 普段の学校ですと、「行ってきます」「行ってらっしゃい」と家から通学する子どもを見送ってしまって、夕方まで会わない。

親に見えない子どもたちの学校生活 親は子どもが学校でどんなことをしているのか、なかなかわかりません。

発表の場で見る子どもの晴れ姿 また、お子さんが学校に行っている間は、参観日や運動会、学芸会等の機会以外ではなかなか、お子様たちの成果を見ることがないと思いま

す。
発表の場だけでは見えない子どもの成長プロセス しかも、（発表の）当日の生活のみでそこに至るまでの大切な経過である、稽古、練習、努力、時として葛藤等のお子様の様々な変化を感じ

取ってあげることは、容易ではありません。

子どもの成長プロセスを知る 自分の子どもが、どのように稽古をして、感じて、成長していくのかを見る機会は大切です。

承認される経験が生む自信と達成感 目標を達成できた時に認めてあげることが出来たなら、その子の今後の大きな自信につながると思います。

成績や評価の対象ではないものにある「価値」の見直し その習い事を職業とするわけでなくても、それは今後の人生に大きな自信と希望を与えてくれるものだと思います。

「価値」の伝承-継承による疑似的多世代家族の形成

伝承-継承における「型」と「価値」の探究の旅

伝承者-継承者間、継承者-継承者間の相互の研鑽の旅

地域社会で全員参加の場を提供するツール

規律性の尊重と共有

「待っている人の姿」の可視化によって促される遅刻者の内省と行動変容

日常と発表の場の分断で結果しか見えない生活構造

数値化されない「価値」を探究する成長プロセスで得

る達成と承認

一斉教授で生じる序列化と周辺化によって疎外される子ども間の自己肯定感

の差異

伝承者-継承者のマンツーマン対応の間接的経験から導かれた「世界への潜

入」

伝承者-継承者のマンツーマン対応を通して体得した主体性

家元の専門性によって保護されるおどりの「型」の伝承

伝承者-継承者の触れ合いで「身体」を通して伝わる「型」

継承者に伝えることで培われ・維持される実践知

家族的な愛着の形成

「価値」を受け継いでもらえることへの感謝の念

おどりを通した承認の獲得と自己実現の「場」の確保

規律性の共有と逸脱への対応

個性を引き出すことによる

周辺化の防止

可視化が促す「待たす側」「待たされる側」の相互理

解

待ってくれる仲間の存在が遅刻者に与える影響

子どもと大人が分断される

生活構造

伝承によって維持される「型」の身体化

伝承による「家族的な愛着」と「受容」の経験

疑似的多世代家族における次世代育成の役割獲得

相互の「価値」の承認と探究

世代を超えた新たな「価値」の生成と社会化

地域社会における次世代育成と役割獲得の機能

⑦

伝承-継承で構築した信頼関係を基盤に体得す

る社会性

⑧

「待つ・切り捨てない」-「気づく・改める」

両者の協働による包摂的空間の構築

⑨

成長プロセスにおける

「承認」が生む「自己効力感」

序列化によって妨げられる「包摂」と「自己肯定感」

勝敗の価値観によって妨げられる「個別性の尊重」と

「自己肯定感の獲得」と「居場所の確保」

伝承-継承の相互行為における序列化の脱構築

伝承-継承の相互行為における次世代の間接的な育み

伝承-継承の相互行為における次世代の主体性の獲得

「型」に伴い伝承-継承される「価値」と「意味」

身体的な相互作用で体得する「型」

①

非威嚇的環境が継承者に提供する「居場所」と

「自己肯定感」

②

伝承-継承の相互行為において「承認」される

継承者の「自己成長」

③

「型」を媒体に身体的に体得される「価値」と

「実践知」

④

伝承の「受容」と「実践知」の社会化

⑤

「価値」を媒体にした「生成継承性」

⑥

地域社会が担う成長の承認

と次世代育成の機能

＝分析結果＝ 図表８．フィールドワーク（A氏の語り）の分析結果
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＝分析結果の例＝

【「待つ・切り捨てない」-「気づく・改める」
両者の協働による包摂的空間の構築】

《可視化が促す「待たす側」「待たされる側」の相互理解》

今回のプロジェクトの形ですと、どうしても団体稽古という形となります。
なので、私はこぼれ落ちてしまう子どもを作らないためにも、遅刻や欠席
の連絡を事前に頂いていない方々を待つということを決めました。

（遅刻や欠席の連絡を事前に頂いていない方々を待つことで）当然きちん
と時間前にいらしている方々をお待たせすることになり、その方々には申
し訳ないのですが、、、。

〔団体稽古での規律性の確保と周辺化の防止〕

〔「待たされる側」への申し訳なさと理解を求める気持ち〕

＝ フィールドワーク（A氏の語り）の考察 ＝

図表９. リサーチ・クエスチョンからのフィールドワーク（ A氏の語り）の考察

②継承者一人ひとりの自己成長がその都度に承認される。

④伝承が受容されることで実践知が社会化される。

カテゴリー サブカテゴリー コード

伝統的「道」における勝敗の価値が生む序列化

勝敗の価値観によって阻害される個別性の尊重と自己肯定感の獲得

勝敗の価値観のない環境で生まれる誰もが安心できる居場所

伝承者-継承者のマンツーマン対応による触れ合い

伝承者-継承者のマンツーマン対応による非序列化

伝承-継承の相互行為における成長の発見と承認 伝承者-継承者のマンツーマン対応による個別性の尊重と成長の承認

独占が不可能な「型」の多様性

伝承者-継承者間、継承者-継承者間の相互の承認

伝承者-継承者間、継承者-継承者間の相互の成長の旅

地域社会における若手の育成

行事という発表の場の役割

発表の場の減少の問題

異なる背景の人々がおどりで繋がる稽古場

遅刻の繰り返しによる逸脱

伝承者-継承者のマンツーマン対応による信頼関係の構築と確かな伝承

伝承者-継承者のマンツーマン対応による周辺化の防止と個性の引き出し

団体稽古での規律性の確保と周辺化の防止

「待たされる側」への申し訳なさと理解を求める気持ち

可視化される「待たされる側」と「待たせる側」

学校的な場が中核におかれる家庭生活

親に見えない子どもたちの学校生活

発表の場で見る子どもの晴れ姿

発表の場だけでは見えない子どもの成長プロセス

子どもの成長プロセスを知る

承認される経験が生む自信と達成感

成績や評価の対象ではないものにある「価値」の見直し

⑨ 成長プロセスにおける

    「承認」が生む「自己効力感」

子どもと大人が分断される

生活構造

日常と発表の場の分断で結果しか見えない生活構造

数値化されない「価値」を探究する成長プロセスで得る

達成と承認

⑦ 伝承-継承で構築した信頼関係を基盤に

     体得する社会性

規律性の共有と逸脱への対応 規律性の尊重と共有

個性を引き出すことによる

周辺化の防止

⑧「待つ・切り捨てない」-「気づく・改める」

     両者の協働による包摂的空間の構築

可視化が促す「待たす側」「待たされる側」の相互理解

待ってくれる仲間の存在が遅刻者に与える影響

「待っている人の姿」の可視化によって促される遅刻者の内省と行動変容

⑤「価値」を媒体にした「生成継承性」

相互の「価値」の承認と探究

伝承-継承における「型」と「価値」の探究の旅

世代を超えた新たな「価値」の生成と社会化 伝承者-継承者間、継承者-継承者間の相互の研鑽の旅

⑥ 地域社会が担う成長の承認

     と次世代育成の機能

地域社会における次世代育成と役割獲得の機能

地域社会で全員参加の場を提供するツール

おどりを通した承認の獲得と自己実現の「場」の確保

④ 伝承の「受容」と「実践知」の社会化

伝承による「家族的な愛着」と「受容」の経験 家族的な愛着の形成

「価値」を受け継いでもらえることへの感謝の念

疑似的多世代家族における次世代育成の役割獲得 「価値」の伝承-継承による疑似的多世代家族の形成

③「型」を媒体に身体的に体得される

    「価値」と「実践知」

「型」に伴い伝承-継承される「価値」と「意味」 家元の専門性によって保護されるおどりの「型」の伝承

身体的な相互作用で体得する「型」 伝承者-継承者の触れ合いで「身体」を通して伝わる「型」

伝承によって維持される「型」の身体化

継承者に伝えることで培われ・維持される実践知

① 非威嚇的環境が継承者に提供する

    「居場所」と「自己肯定感」

序列化によって妨げられる「包摂」と「自己肯定感」 一斉教授で生じる序列化と周辺化によって疎外される子ども間の自己肯定感の差異

勝敗の価値観によって妨げられる「個別性の尊重」と

「自己肯定感の獲得」と「居場所の確保」

② 伝承-継承の相互行為において

    「承認」される継承者の「自己成長」

伝承-継承の相互行為における序列化の脱構築

伝承-継承の相互行為における次世代の間接的な育み 伝承者-継承者のマンツーマン対応の間接的経験から導かれた「世界への潜入」

伝承-継承の相互行為における次世代の主体性の獲得 伝承者-継承者のマンツーマン対応を通して体得した主体性

a.伝統技能の伝承のあり方の特性

b.伝統技能伝承に伴う機能

c.伝統技能伝承の継続性と社会化

①勝敗の価値観が入りづらく非威嚇的環境になる

③技能を媒体に身体的に内包する価値と実践知が体得される。

⑦伝承-継承によって信頼関係の土台を築く。

①②居場所と自己肯定感を提供し日々自己成長が承認される

⑧稽古の枠組みが規律性と社会性を育てる

⑧枠組みを外れた継承者を切り捨てず許容し包摂する
「場」を形成し、逸脱した継承者は受容を経験する

⑨稽古は継承者の葛藤やつまづきのプロセスであり、地域
に開かれた稽古場では、継承者は成長を地域社会に承認さ
れ自己効力感を得ることができる

⑤技能に内包する価値・実践知が世代を超えて伝承-
継承され、伝承者はそこに生成継承性を見いだすこと
ができ、技能伝承が継続され社会化される。

⑥日頃の稽古とその成果が可視化され承認される「場」
を地域社会に確保することで、継承者は成長を承認され、
伝承者は次世代育成の役割が得られ、伝承-継承が継続し、
実践知が社会化される。
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＝ フィールドワーク（A氏の語り）のまとめ ＝

a.伝統技能の伝承のあり方の特性

b.伝統技能伝承に伴う機能

c.伝統技能伝承の継続性と社会化

集団での稽古は比較的ゆるやかな統制のなか参加者全員が揃った時点で始めるため、
待つ側は他者を待つことや切り捨てない姿勢を学び、待たせた側は受け入れられる経
験から安心して参加できる居場所を得て所属意識を高めるという、脱落や排除の防止
と参加者全員を包摂する機能が示された。

一斉教授でなく伝承者-継承者のマンツーマン対応が基盤の稽古では、序列化や勝敗の価値観が
入りにくく、継承者は稽古を重ねる過程でその都度伝承者や周囲から自己成長の承認を得られ
るという特性があった。

継承者同士が互いの技能の上達を承認し研鑽に励むケアリング関係を重層的に構築し、
伝承を継続させ社会化することが示された。

伝承
伝統技能を継承者に伝えること。
または、伝承-継承の過程における経験に位
置付ける。

支援
子育て生活スキルを媒介に支援する

伝承者-継承者 支援者-保護者

伝統技能
伝統的な芸道・民俗芸能等における、わざ・
型・技能で、前世代から受け継ぎ各領域に
必要な基本的な技能（スキル）

子育て生活スキル
子育て生活に必要とされる基本的な
家事・養育・対人関係のスキルの総称
として用いる

子育て支援・児童虐待防止の領域伝統技能伝承の領域

７．考察
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＝ 「子育て生活スキル伝承型」支援のあり方 ＝

● 優劣の価値観のない非威嚇的な環境設定
「子育て生活スキル伝承型」支援には、優劣の価値観を入れず、支援者は非威嚇的環境

において保護者の自己成長をその都度に承認する。

● 価値と実践知が交差するケアリング関係
「子育て生活スキル伝承型」支援における「支援者-保護者」の言葉を越えた身体的な

相互作用によって、互いが「子育て生活スキル」に内包する価値と実践知を受け取り合

いケアリング関係を構築する。

● 日々の伝承-継承で身体化した子育て生活スキルの中に育つ暗黙知
保護者は丁寧な支援を繰り返し受けて身体化した「子育て生活スキル」を、日々の子育

ての予期せぬ状況にも臨機応変に対応できる「暗黙知」まで高める。

＝ 「子育て生活スキル伝承型」 支援に伴う機能 ＝

●「居場所・包摂・周縁化防止」機能
「子育て生活スキル伝承型」支援は、保護者の誰もが安心できる居場所を提供し社会性

を育てる機能がある。一方で、コミュニティーの枠組みを外れた場合も許容し包摂する

柔軟さをもち、地域社会における子育て家庭や親の周縁化を防止する機能が期待される。

●「自尊感情の回復・エンパワメント」機能
「子育て生活スキル伝承型」支援のゆるやかな支援は、保護者の主体性や個性を育て、

自由な自己表現を促し、自尊感情を回復させるエンパワメントの機能が期待される。

●「自己成長の承認・次世代育成」機能
地域社会に開かれた支援活動を実践することで、周囲が保護者の成長を承認し、保護者

の自己効力感や自己肯定感、ひいては子育て家庭のストレングスを発見し育てる次世代

の育成機能が期待される。
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＝ 「子育て生活スキル伝承型」支援 の 継続性と社会化 ＝

● 支援者の生成継承性の発達
「子育て生活スキル伝承型」支援は、支援者が保護者に受容される経験となり生成継承性

の発達をもたらし、地域社会で技能伝承を継続させ社会化する重要な要素になる。

● 子育てに係る物語りの共有と支援方法の軌道修正
新旧住民間が「子育て生活スキル」を通して、物語りを共有し地域機能を維持する効果が

ある。人々の間を媒体する「子育て生活スキル」の普遍的な価値を継承・再生するため、

支援のあり方は、時代に応じた適時適切な軌道修正が必要になる。

● 成長の可視化と承認＝地域の生成継承性
「子育て生活スキル伝承型」支援の効果が可視化され、各自の成長が承認される「場」が

地域にあることで、保護者は自己肯定感を高め、支援者は次世代育成の役割を得ることが

でき、支援が継続し社会化される。ひいては地域社会の生成継承性が発達する。

＝ 家族支援ニーズ（Ｊ＆Ｅ.2013）を例にしたケアリング関係 ＝

「子育て生活スキル」

非威嚇的な環境の
居場所

成長を承認され
自己肯定感が高まる

自尊感情の回復

臨機応変に対応する
「暗黙知」の獲得

「子育て生活スキル」
に内在する

支援者の価値・実践知

受容体験

生成継承性
の発達

次世代育成の
役割の獲得

ケ
ア
リ
ン
グ
関
係

保護者 支援者

図表10. 家族支援ニーズ（Joyce, K & Elizabeth, Y. 2013）を例にした支援者-保護者のケアリング関係

家族支援のニーズ
Joyce, K & Elizabeth, Y（2013）

地
域
の
福
祉
機
能

25

26



14

８．まとめ

居場所の確保
優劣の価値観のない非威嚇的

環境を設定する
つまづきを受け入れ

柔軟な対応で包摂する
周囲の理解を促すことで

周縁化を防止する

成長の可視化

日々の生活での成長が
承認される機会をつくる

ゆるやかな支援によって
自由な自己表現を引き出す

周囲に成長が承認される場や
機会をつくる

地域社会の生成継承性
伝承によって支援者が自身の
人生を受容し次世代育成の

役割を獲得する

地域社会で子育てに係る物語
を共有する

子育ての普遍的な価値を伝承
するため、支援のあり方を適

時に軌道修正する

＝ 「子育て生活スキル伝承型」 支援の効果 ＝

＝ 本研究の限界 ＝

本研究の限界として、フィールドワークでの舞台稽古が、コロナウイルスの感染
拡大の問題で中止になったため、アンケート調査が実施できず、データ量が激減
した状態で分析せざるをえず、充分な検討ができなかったことがあげられます。
今後、改めてデータを収集し、分析を進めたいと思います。

＝謝辞＝

本調査にご協力頂いたA氏を始めA日本舞踊協会A支部Aブロックの皆さまに、
心から御礼申し上げます。

本研究は、科学研究費助成事業若手研究課題番号19K13987の研究成果の一部です。
ここに記して感謝申し上げます。
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